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CReSS を用い た火星気象予測実験
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1．は じめ に

　現在 ， 我が国の 惑星科学 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 着陸船 に

よ る生命 ・表層環境探査を主 体 と した 火鍵探査計画

MELOS が議論され て い る．　MELOS にお け る観測機

器の設計お よび探査機の 安全な着地の ため に，着陸予定

地の 気象予 測が 必要とさ れ て い る，そ こで 我々 は，領域

モ デ ル CReSS を火星大気に適用する こ とで
，
　MELOS

誹画で必要 と される火星気象予測寞験を実施す る た め

の環境整備を行っ て きた．本稿で は，CReSS の 火星

大気 へ の 適用 現状 を報告 し，予備的 な 計算結果を紹介

する．

2、CReSS の 火星大気 へ の 適用

　雲解像 モ デ ル CRESS は 名古屡 大学地 球水循環研究

セ ン ター
で 開発 さ れ た数値 モ デ ル で あ る．CRe ＄S は

地球大気に おける さ まざまな 降水事例研究や，日々 の

日本域 の 気象 シ ミュ レーシ ョ ン に使用されて お り， 初

期値 ・境界値と して 大気大楯環 モ デ ル の 結 果 を利 用 す

る ため の枠組が 整 っ て い る．その た め
， 火星画有 の 物

理過程 の 導入および火星大気大循環モ デ ル の 出力を得

る こ とが で きれば，CReSS を火星気象予測実験に利硝

す る こ とは十分 に可能で ある．

　そこ で 我々 は，1）初期値・境界値として大気大循環モ

デ ル dcpam5 （http〃www ，gfd−dennou．org ／library！
dcpam51）を朋い た実験結果を用 い る，2）火星 に 固 有

の 物理過程 モ ジュ
ー丿レを dcpam5 か ら CReSS へ 移植

する ，
こ とを基本方針とし， CRsSS の 火 星 大気へ の適

用を進め て きた．

　現状，気象予測実験 を行う準備は整い つ つ ある．モ

デ ル 内 に含 まれ る諸 々 の 定数を火星大気の それ で 置き

換える こ と
， 大気上端で の 日射量 の 計算 コ ご

ドの 移植，

dcpam5 の 出力を CReSS の初期値 ・境界値として利

用す る こ と
，
は終えて い る．さ ら に

， 簡便 な 数値実験 の

実棯の ため に
， 放射強制 を外部 パ ラ メ タ として与え る

モ ジ ュ
ール を導入 した。dcpatn5の 大気放射伝達計算

モ ジュ
ー

ル の 移植作業を現在進め て い る，

に お け る 数値実験 の 結果を示す．数値 モ デ ル の水平解

像 度 は 約 2km と した．鉛直領域 は お お よ そ 15km で

あ り，鉛直格子 ス トレ ッ チ ン グ を用 い る た め 鉛直解像

度 は 地表瀟近くで 30m 程度，大気上部で 5GO　In 程度

で ある．春分 （Ls ＝0°）に お い て ，東経 120°

に お け

る 地方時 LTi ：8：00 か ら 1 日分 の 計算を行 っ た．

　図 1 は 婦流の 発達す る L［r・・14：00 に お ける地表面

付近 の 水平風ベ ク トル と 地形 デ
ー

タ，および鉛直流 の

分布を示す．水平風 ベ ク トル は
，
15m ！s 程度の 斜面

風が 生成され た こ と を表す．鉛贏流 は細胞状 に分擶 し，

ク レ
ー

タ
ー

に対応す る地点で そ の大き さが強化され る

（tlp〜6in ／s｝．こ の 緬胞状 の 形状 は ，解像度 や 地形 の

有無 とい う違い がある に もか か わ らず ，
Michaels　and

Rafkin（2004）の L創 ge　Eddy　Simulationの結果と似

て い る．図 2 に 地表面温度の 日変化を示す，地表面温

度 は 90K 程度 の 隲変化 して お り，こ の 結果 は バ イ キ

ン グ 1 暦着陸地点で の 観測結果や ， 従来 の 領域モ デ ル

研究 （小高ら
，
2001）の 結果 と整合的 で あ る．
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FiglUl’e　1： LT ＝14：00 で の 地表面からの 高度 10　m で

の 水平風 ベ ク トル と 地形 デ
ー

タ （左）とモ デ ル 最下 層

の格子点で の 鉛癒流 （右）．
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Figure　2： 経度 120°
， 緯度 25°で の 地表黶気温 の 臼

変化．
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3．予 備 的 実駿 の 結果

　放射の 代替と して鉛直 1次元放射対流単衡計算 （Odaぬ

et　al．
，
2001）に よっ て得られ た平均大気加熱率を与え

る こ とで
，
高解像度 の 数値筴験 を実施 した，例 と して

，

比較的地形がなだ らか な北緯 20 °−30°

，東経 114° −126°
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